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ポ
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ト

施 肥 設 計

省力施肥方法
（元肥一発施肥肥料）

対象品種
ヒノヒカリ
なつほのか

肥　　料
一発肥料 100日タイプ
一発肥料  90日タイプ

施肥量基準

40～60㎏／10a
（注）途中で色落ちしても追肥は行わないが、猛暑の場合は追肥も検討。

施肥上の注意 地力向上のため、冬期に稲わら400～500㎏に対し、堆肥1t/10aの有機
物を施用し、耕起する。

除草体系及び使用方法 注意‼ 初期除草剤と苗箱施薬を間違えな
いようにしましょう➡

品　　種 元　肥 施用量
（㎏）

穂　　肥
（出穂前18～20日）

施用量
（㎏）

ヒ ノ ヒ カ リ
な つ ほ の か

化成12-18-14
化成14-14-14 40 化成肥料

16-0-16 20

（10アール当たり）
深 水 浅　　 水

【初中期一発剤の散布上の注意事項】
①水の出入りを止め、湛水状態で田面に均一に散布し、少なくとも３～４日間は通常の湛水状態（水深３～５㎝）を保ち、田面
　を露出させないようにする。散布後７日間は落水、かけ流しはしないこと。
②抵抗性雑草が増加し、除草剤の効果が低下しています。抵抗雑草への効果が高い除草剤への変更をお勧めします。

間 断 潅 水間 断 潅 水
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ヒノヒカリ ○――――――――　土をつくる　―――――――――――――――――――○――― 苗をつくる ――○ 体をつくる（有効茎確保）―○―――○ 穂をつくる ――――――○――― 米をつくる（登熟歩合向上）―――○
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発 行 JAおおいた南部エリア
監 修 大分県中部振興局

臼 杵 市
JA全農おおいた

防　
　

除

又
は

ヘ
リ
防
除

大分県農業協同組合  南部営農経済センター  農畜産課 TEL：0974-32-2535
大分県中部振興局  集落営農・農地活用班 TEL：097-506-5791

※塩水選後は､籾を充分水洗いする｡

種子 消 毒塩 水 選
育苗の管理

⑴ 水の量は浸漬籾の1.5倍以上必要｡

⑵ テクリードCフロアブルとスミチ
オン乳剤を所定量の水に溶かし、
消毒液を作る。

⑶ 消毒液時間は24時間とし必ず時々
かくはんする。

⑷ 消毒終了後は一定時間（半日程度）
風乾してから水に浸漬すること。

※ イネシンガレセンチュウ防除のため
必ずスミチオン乳剤を施用する。

水20L当り

テクリードCフロアブル

スミチオン乳剤
20mL

（
混
合
）

100mL

●希釈早見表

水
L

テクリードC
フロアブル
mL

スミチオン
乳剤
mL

10 50 10

20 100 20

30 150 30

40 200 40

田 植 日
（基準）

出 穂 期
（基準）

ヒノヒカリ

６月20日頃
８月27日頃

なつほのか ８月23日頃
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目
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㎜

出穂期以降は、
収穫直前まで間断灌水を
継続しましょう。

（
混
合
）

種子籾

※苗箱施薬＝必ず規定量（箱当たり50ｇ）散布する。規定量散布しないと効果がない

うるち比重1.13（塩4.0kg／水20Ｌ）
も　ち比重1.08（塩2.4kg／水20Ｌ）

食塩

卵
うるち

水20Ｌ

もち

浮いたもみを捨てる

卵

栽培履歴は必ず記帳し出荷時に必ず提出しましょう
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収
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水管理

病害虫に対する
効　　　　　果

 ◯効く
空白 効果なし

防
人
箱
粒
剤

ス
ク
ラ
ム
箱
粒
剤

いもち病 ◎ ◎
白葉枯病 ◯ ◯
紋枯病 ◎
もみ枯細菌病 ◯ ◯
ツマグロヨコバイ ◯ ◯
イネドロオイムシ ◯ ◯
イネミズゾウムシ ◯ ◯
イネツトムシ ◯ ◯
コブノメイガ ◎ ◎
ニカメイチュウ ◯ ◯
フタオビコヤガ ◯ ◯
ウンカ類 ◎ ◎

葉に付着した薬剤は払い
落とし、灌水する。
箱剤は用途に合わせて使
用して下さい。

中
後
期
剤

一年生雑草
ノ ビ エ
ホ タ ル イ
ウ リ カ ワ

等

レブラス
1キロ粒剤 移植後14日～

収穫60日前まで
（ノビエ４葉期）

１kg ・ノビエ、多年生雑草の卓効の総合的後期剤。
・安定した効果のためホタルイは10cm、コナギは6葉期、
ウリカワは4葉期、クログワイは30cmまでに使用する。

・落水せずに散布できるため省力的である。レブラス
ジャンボ剤

400g
（40gパック×10個）

ノ ビ エ
ア ゼ ガ ヤ
キシュウスズメノヒエ

等

クリンチャー
1キロ粒剤

移植後7日～ノビエ４葉期
移植後25日～ノビエ5葉期

１kg
1.5kg

・ノビエ専用中後期除草剤。
・雑草茎葉部から吸収され、効果発現も速い。
・ノビエ5葉期散布の場合は水深5cmに調整する。

土壌改良剤 　　珪カル→ 160kg～200kg 　　珪酸カリ→ 40kg
　　苦土石灰→ 100kg～200kg 　　土改王→ 60kg

中
干
し
の
徹
底
‼

田
　
植
　
後

対象雑草名 除　草　剤　名 使用適期 使用量
（10a当たり） 注 意 事 項

初　

中　

期　

一　

発　

剤

一年生雑草
ノ ビ エ
ホ タ ル イ
ウ リ カ ワ

等

エンペラー

1キロ粒剤
移植時～移植後10日まで
（ノビエ３葉期まで）

1kg ・  3成分混合の除草剤。
・ホタルイ、コナギ、オモダカに高い効果を
示す。

・感受性が低下した雑草に対しても安定した
効果を示す。

初
中
期
一
発
剤
は
一
週
間
以
内
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

フロアブル 500mL

ジャンボ剤 移植直後～移植後10日
（ノビエ３葉期まで）

250g
（25gパック×10個）

ウィニングラン

1キロ粒剤
移植時～移植後10日
（ノビエ2.5葉期まで）

１kg ・3成分混合の除草剤。
・一年生雑草、多年生雑草まで幅広く優れた
効果を持つ。

・特にノビエ、ホタルイ、コナギ、ヒメミソ
ハギに対して高い効果を示す。

フロアブル 500mL

ジャンボ剤 移植直後～移植後10日
（ノビエ2.5葉期まで）

500g
（50gパック×10個）


